
 今年も日本中をくまなく歩く｢国

民平和大行進｣の一行が、上越に

やってきました。５月に北海道礼文

島を出発してから、道内や東北各地

を行進してきた｢通し行進者｣を先頭

に、地元から参加した３０人余りの

市民を含めた総勢が、直江津海浜公

園から上越大通りを南下、妙高市を

経て県境で長野県のメンバーにバト

ンタッチしました。 

 途中、市役所で市長や市議会議長

からの励ましや募金を受けました。 
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連 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
絡 橋本 正幸 080-1980-9855 (三和区鴨井) 
先 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
  平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 

 ３月議会の報告を中心にした市議会主催の議会報告

会・意見交換会が、６月29･30日に４つの区を会場に行

なわれました。 

 このうち、有田地区公民館では、30人以上の市民が

参加し、｢市の避難所は、要支援者が避難しやすいとは

いえないところに指定されている。そのため、要支援

者は他の人の邪魔になるのではないかと遠慮している

実態がある。何とかすべきではないか｣｢市には146億円

もの財政調整基金があるというが、同時に大きな事業

も目白押しだ。今後の事業や財政の見通しはどうなっ

ているのか。介護保険料引き下げなど、暮らしを支え

ることに使うべきではないか｣といった指摘や意見が出

されました。 
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 国政と同じように激しく揺れ動いて

いる市政。｢あれはどうなった｣｢そこが

聞きたい｣といったことがたくさんおあ

りと思います。 

 そんな疑問に答える｢市政報告会｣を

行います。お誘い合わせの上、ふるっ

てご参加ください。 

 

８月５日(金) 

 18:30～20:30 
上越市市民プラザ 

第２会議室 

 


